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資源大国と言わる中国は、世界水資源保有量ランキングの第 5 位に並んでいるが、1 人当たりの水










として、約 5 兆円を投入し、解決しようとしている。又、2002 年に都市部の上下水道事業の市場参
入規制を緩和、産業化・市場化を実施し、それまでの行政による独占体制から国内外の民間企業が参
入する形態に大きく転換した。そのため、各国の水メジャーが中国の水ビジネス市場に進出でき、中






































市で 25 件の給水プロジェクトを手掛けており、投資総額は約 1 兆円に上る。スエズ（仏）は十数都
市で 22 社の合弁会社を設立し、投資総額は約 9,000 億円，また、テームズ・ウォーター（英）も上
海市の水処理プロジェクトを受注している。このほか、GE（米国）、シーメンス（ドイツ）なども中
国水ビジネス市場に参入している。これらを含め外資系企業は 2008 年末時点で中国の約 20 の主要
都市に 50 件以上の給水プロジェクトを手掛けている。主な都市の給水・排水業務は外資企業がコン
トロールするようになった。利益を得るため、外資企業は支配する都市の水価格を値上げした。ヴェ
オリア社（仏）が天津の都市給水事業の運営・管理権を得て、上水価格は 97 年の 0.68 元/トンから

















図 1. 主要都市の平均水価格の変化推移（注 13） 
出所：中信建投証研究発展部水務業界研究報告 2010 年 7 月 
よって、中国の水ビジネス市場おいて外資企業の投資はそのような傾向になるだろう。つまり、長

















































































出所：Global Water Market2008および経済産業省（１ドル＝100円換算） 
分野 
2007 年 2025 年（予） 
市場規模 割合 市場規模 割合 
上下水道 
管理運営 
17.2 48% 38.8 45% 
海水淡水化 1.2 3% 4.4 5% 
工業排水 2.4 7% 5.7 7% 
再生水 0.1 0% 2.1 2% 
上下水道 
インフラ 
15.3 42% 35.5 41% 

















える。しかし、中国は人口が多いため（注 24），2011 年の年間一人当たりの水資源量は約 1730 ㎥と








部材・部品・機器製造 装置設計・組立・施工（運転） 事業運営・保守・管理 
Veolia Environment（仏）、Suez Environment（仏）、GE Water（米） 



















図 5. 2004 年－2011 年中国水資源に関するデータ（注 28） 


















































表2.第12次5ケ年計画期間の下水処理及び再生利用主要指標          
出所：『環境保護第12次5ケ年計画概要』 
指標（全国） 2010 年 2015 年 
汚水処理率％ 78 85 
配管網規模（万㎞） 17 33 
汚水処理規模（万㎥/日） 12,476 20,805 
再生水利用率％ -10 15 







































表 3.日本大手水関連企業の中国水ビジネス市場への事業展開状況 出所：筆者作成 
栗田工業 産業排水の再生の取組強化、RO 膜や UF 膜処理による排水回収システムの構築や



















孔径（ｎｍ） 0.1 1 3～10 10～100















処理事業に参画。約 500 億円の投資規模を目標。 
丸紅 総合下水処理事業会社の株式 30%を取得。某市の浄水 BOT 事業に出資参画､ 
伊藤忠商事 仏スエズ社をパートナーとし､某工業区で日量 4 万トンの処理能力の南北汚水処理
場の保守運営(運行管理)業務を受諾。 
三井物産 ハイフラックス社と､水事業の展開を目的に合弁契約書に調印。中国でハイフラッ
クス社が直接保有する 4 つの水事業資産､ハイフラックスが保有する 18 の水事業


















2025 年のボリュームゾーンの占める割合は 2007 年より 15％下がるが、2007 年より 42.3 兆円の















ナガオカは 1934 年 10 月 10 日に永岡金網工業所として金網製造業を主に創業した。1991 年に株
式会社ナガオカの社名に変更した。2004 年に経営破綻により倒産（注 38）し、民事再生法適用申請











進出は今後の戦略である。ナガオカの 2011 年６月期の水関連事業の売上高は約 10 億円となった。
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2007 年 5 月 中国北京駐在員事務所を設立 
2010 年 4 月 中国凌源市と水井戸改修に関するコンサルティング契約を調印、工事を着工 
2010 年 11
月 
中国 C 県水道二社と技術協力協定に署名 
2011 年 2 月 「ナガオカ」と中国瀋陽水務集団が覚書署名 
2011 年 3 月 中国某水道事業体と 5 万㎥/日ケミレス施設建設正式契約 
2011 年 3 月 中国遼寧省、瀋陽市に販売会社（独資）を設立 
2011 年 5 月 中国農業節水・農村供水技術協会自動化技術センターと覚書署名 
2011 年 5 月 中国某県から集水埋渠取水システムを受注 
2011 年 5 月 瀋陽水務集団と合弁企業作成に合意 
2011 年 8 月 中国河南省某市より地下水取水の設計と取水設備を受注 
2011 年 9 月 中国大連開発区政府と大連投資基本合意書締結 
2012 年 2 月 那賀（瀋陽）水務設備製造有限公司設立に向け合意 





























2012 年 7 月 那賀日造設備（大連）有限公司大連工場起工式 
2012 年 7 月 瀋陽水務と某浄水場に CL を導入覚書に署名 
2012 年 9 月 中国内モンゴル、逆洗装置付き集水埋渠工事竣工 
2012 年 9 月 
中国 S 市処理能力 4 万㎥／日ケミレス除鉄、除マンガン設備並びに深井戸スクリ
ーン受注 
2012 年 9 月 中国紹興新設プロピレン工場向けスクリーンインターナル案件の受注 
2013 年 2 月 ケミレス技術を採用する浄水場（40,000 ㎥/日）試験通水（中国黒龍江省綏化市） 















2008 年 1 月 中国水ミッション（水道技術・調査団）へ参加 
2008 年 11 月 北京での展示会及び国際会議へ参加 
2009 年 12 月 中国城鎮水務発展国際会議・展示会に出展 
2009 年 12 月 日中ビジネス・フォーラム in 関西 2009 に参加 
2009 年 12 月 北京での展示会及び国際会議へ参加 
2010 年 4 月 中国・瀋陽設計院を訪問 
2010 年 7 月 瀋陽ミッション来日 
2010 年 11 月 中国水務大会技術設備博覧会に出展 
2010 年 11 月 日中ビジネス・フォーラム in 関西 2010 に参加 
2011 年 1 月 日立造船等 4 社と「関西 HANDs」を結成 
2011 年 1 月 遼寧省ミッション参加 
2011 年 3 月 瀋陽水務集団との協力体制につき協議 
2011 年 5 月 中国農業節水・農村供水技術協会自動化技術センターと覚書署名 
2011 年 9 月 中国水務大会に参加、論文発表 
2011 年 10 月 日中水資源交流会に参加、プレゼン実施 
2011 年 10 月 中国水利部黒竜江省 S 市ミッション来社訪問 
2012 年 4 月 中国瀋陽水務集団ミッション来社訪問 
2012 年 4 月 大連市政府要人と会談 
2012 年 4 月 天津市政府幹部と面会 
2012 年 5 月 瀋陽市水務集団張国祥董事長一行来社視察、交流 
2012 年 6 月 中国水利部ハルビン会議に参加 
2012 年 7 月 近経局関西 HANDs 訪中団に参加 




2012 年 8 月 遼寧省外事僑務弁公室崔徳勝主任一行来社訪問 
2012 年 9 月 中国黒竜江省 S 市水道専門家来社視察 
2012 年 12 月 第 7 回中国城鎮水務発展国際大会出席、分科会発表 











































表 4.に基づいて、「ナガオカ」の対中国市場投資の進行を図 18 のように示す。 
 
 




















































































中国の海水淡水化事業の研究開発は、日本と同時期の 1950 年代に開始された。90 年代に、逆浸透







中国国家発展改革委員会（発改委）は、「2010 年末までに、中国は海水淡水化設備を 70 基以上建
設した。設計上の生産能力は 1 日当たり 60 万立法メートルに達し、年間平均増加率は 60％以上に達
した。知的財産権を持つ技術が画期的な進展を実現し、海水淡水化市場が基本的に形成された」と表
明した。2015 年までに、世界海水淡水化市場の規模は 700－950 億ドルに達し、中国の海水淡水化設
備製造の生産額は、年間 75－100 億元に達する（注 60）。 
現在、中国の海水淡水化技術はほぼ成熟し、40 年以上の技術開発や実証事業を経て、産業化の技術
番号 位置 規模/(t/d) 方法 生産開始年 
1 西沙永興島 200 電気透析 1981 
2 天津大港発電所 2×3000 多段フラッシュ蒸発 1989 
3 浙江舟山 500 逆浸透 1997 
4 浙江舟山馬跡山 350 逆浸透 1997 
5 遼寧長海県大長山島 1000+500 逆浸透 1999 
6 滄州化学工業公司 1800(飲料水) 逆浸透 2000 
7 山東威海華能発電所 2000 逆浸透 2000 





国内全体で 3 万トン/日だった処理能力が、現在は 66 万トン/日に達し、第 12 次五カ年計画（2015 年
末）には、220～260 万トン/日規模に拡大する見込みであることから、市場ニーズ、規模の拡大が急
速に進展している。海水淡水化の規模増加により、海水淡水化のコストも急速に下がっている。淡水
製造価格は 5 元/トンにまで下がった。 
しかし、中国の海水淡水化能力は世界の千分の一しかなく、淡水製造価格は平均 5 元まで下がった
と言っても、水道料金よりは高い。天津の従来の水価格が全国平均よりも高いところでも住民飲用水









































杭州水処理技術研究開発中心 UF、NF、RO 膜及びプラント技術設計 
国家海洋局天津海水淡水化総合利用研究所 RO、MED 及び海水の総合利用技術 
北京時代沃頓 RO 膜 
天津膜天膜 UF 膜 
ブルースター東レ（北京） RO 膜 











































































14.中国国務院（2011），『国務院 国家環境保護第12 次5 ケ年計画』 
















参考サイト 2013/11/29 最終確認 
1. 中国業界咨询网 http://www.china-consulting.cn/data/20121112/d7228.html 
2. 「ナガオカ」のホームページ http://www.nagaokajapan.co.jp/index.php 
3. 「ナガオカ水井戸スクリーンについ
http://www.nagaokajapan.co.jp/jpn/file/3_produc/pro_3.htm 
4. 日本環境省 http://www.env.go.jp/ 
5.  中国水網 http://www.h2o-china.com/ 





















10. 「城市市政公用事業利用外資暫行規定」（都市公衆事業外資利用に関する暫定規定）        
中国建設部 2000 年 5 月 27 日。 
11. 「都市インフラ業界の市場化進展を加速させることに関する意見」中国建設部 2002 年 12 月。 
12. ヴェオリア（Veolia Environments 仏）、スエズ（Suez Environment 仏）、テムズウォータ


















19. PPP（Public Private Partnership）とは行政と民間が協力して公共サービスを効率的に運営す
ることである。官民パートナーシップ、官民連携ともよばれる。PPP は企画・計画段階から民
間企業が加わり、民間の独自ノウハウで、より効率的な運営を目ざす。ヤフー百科事典
(http://100.yahoo.co.jp )より、最終確認 2013/11/25。 
20. 2000 年 11 月にドイツのＲＷＥ社（ヨーロッパで最も大きい総合公益事業会社である）に買収
されたが、2013 年 10 月にオーストラリアのケンブルウォータに買収され、テームズウォータ
ーは水事業を行っている。 





24. 約 13.47 億である。2011 年中国統計局データ 











ンネル、人工湖を作り続け、50 年を経て実用化されようとしている。第 10 次 5 ケ年計画の一
つで、総投資額は約 5,000 億元（当時 6 兆 8 千億円）。 
30. 中国政府が中期的な重点事業や経済運営のあり方を 5 年ごとに定める計画であり、1953 年から
始まった。 




32. 2011 年から 2015 年までに社会全体で約 3.4 兆元の環境対策事業が計画されている。その内、
下水処理所の改造投資が 465 億元で、配管網改造投資が 835 億元、新規下水処理所投資 940 億
元、新規配管網投資 1843 億元となっている。「全国城镇供水设施改造与建设“十二五”规划及
2020 年远景目标」中国住房和城乡建设部国家发展和改革委员会 2012 年 5 月 
33. 例えば、三菱レイヨン・エンジニアリングの福西達郎取締役は「中国の水ビジネスは間違いなく
右肩上がりを続ける。景気の減速があったとしても伸びる角度が多少変わるだけだ。この波に乗
って、現在約 200 億円の水・環境事業を早期に 1000 億円にまで拡大したい」と期待を込める。
日経ビジネス 2010/12/06 
34. 「2007 年度の水事業の売上高は 200 億円を超えた。その殆どが逆浸透膜。2005 年度からは毎
年 20％ずつ売り上げが伸びている。」日東電工メンブレン事業部長 菊岡稔氏 
35. あるアジアの国は、入札資格に、上下水道事業の運営・オペレーション業務に参加するには、1
健全な財務体質を持つ会社が、2 途上国において、3 大規模な施設の管理運営実績を、4 多数(少
なくとも 2 件以上)あること。 
36. 「高コスト体質なのは間違いない。実際、当社の水事業に占める海外売上高は現状では 10％に
も満たない。」2008 年クボタ副社長 益本康男氏。 
37. EPC（プラント・エンジニアリング）には、大きく分けて設計（Engineering）・調達
（Procurement）・建設（Construction）という３つのフェーズがある。この３つの頭文字をと
























43. 「HiSIS」（High-speed Seabed Infiltration System）は日立造船と開発した高速海底浸透取水
システムである。メリットとして、薬品投与の必要がなくなり、最大浸透速度は 100 m/日（従
来の浸透取水速度は 5ｍ/日）に達し、浸透取水面積は 1/20 になる。 
44. 中国内モンゴル、寧夏、青海省、甘肃省、陕西省の北部，河北省の南部と山東省の北部および吉
林省、黒竜江省の西部等の地域の地下水鉄、マンガンの量が全て標準数値以上となっている。
「地下水鉄分、マンガン処理技術の現状について」「中国汚染処理工程網」2012 年 7 月 11 日 
45. 経済産業省 2010 水ビジネス国際展開研究会 












































62. 中国最大の水ビジネスネットワークである。本社北京、ウェブ会員 40 万人。 
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